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前田由起子さん（28歳 OL）

コンピュータ関係の会社に勤めて7年目になりま
すが、コンピュータに関する知識はあまりないの

で、ほんとにシロウトです。インターネットは会社でお昼休
みに楽しんでいます。

企画・構成 KAPS

野田里美さん（26歳家事手伝い）

つい先日まで勤めていた会社では、ワープロしか
ないという環境で仕事をしていました。自宅で

は友だちとメールをやりとりする程度ですが、もっとインタ
ーネットを使いこなしたいと思っています。

吉川英一（よしかわ・えいいち）氏

NEC

常務取締役

C&Cマルチメディア事業推進本部長

今月の質問する人

今月の質問に答えてくれる人

金谷容子さん（24歳 OL）

学生時代はパソコンをほとんど触ったことがなか
ったのですが、2年前の就職を機に思い切って買

いました。今は仕事で毎日パソコンを使っています。

今や百花繚乱のプロバイダー。いったいどうやって選んだらよいのやら、
悩める乙女3人が超メジャープロバイダー「BIGLOBE」を突撃訪問。果
たしてこのプロバイダー戦国時代に、「BIGLOBE」は3人のハートをつか
めるのか!?

：インターネットに加入しようと

したときに、いろいろな情報があって迷

ってしまうんですが、何をポイントに選

んだらいいんですか？

：最近は、パソコンを買って梱包

を開いたら、インターネットの勧誘のチ

ラシが必ず10枚は入ってると思います。

実際、日本には現在プロバイダーが約

3000社もあるんですよ。その中から1つ

選ぶというのは至難の技ですよね。じゃ

あ選ぶときのポイントは何なのかという

とね、まずはつながりやすくないといけ

ない。つながりやすくするために、プロ

バイダはーアクセスポイントを増やさな

いといけない。

でもアクセスポイントを増やすにはお金

がかかるから、プロバイダーにとって本

当はそれが少ない方が得なわけです。と

ころがそうするとお客さんにとってはつ

ながりにくい。だから、設備投資を惜し

まずにきちんとやっているプロバイダーを

お選びになることですね。

2つ目は、アクセスポイントが自分の住

んでいる場所の近くにあること。インタ

ーネットは、プロバイダーに払う料金の

ほかに、電話料金がいりますよね。もし

アクセスポイントが市外局番だったらお

金もよけいにかかることになる。だから

自分の住んでいる市内局番にアクセスポ

イントがないといけませんね。

3つ目は速いこと。プロバイダーは電話

会社から通信回線を借りているのね。そ

れが太ければ太いほど、高速道路が広い

のと同じこと。高速道路に例えると、家

の近くにアクセスポイントというインタ

ーチェンジがあって、バックボーンとい

う道路の幅も広いということですね。そ

れと、インターネットは世界を結ばなけ

ればならないでしょ？ BIGLOBEでは、

まずアメリカに向けた回線をどっさり買

ってる。だから、結局はこれらを全部ク

リアーしているBIGLOBEがナンバーワ

ン（笑）。

Qどんなプロバイダーを
選べばいいの？

：BIGLOBEにはどんな特徴があるんですか？

：今までは「つながりやすい」「近い」「速い」

だけでよかったと思うのね。でも、これからのプロバイ

ダーの評価ポイントは、「コミュニティー」という面だ

と思っているんです。ただインターネットにつながると

いうだけだったら面白くないじゃないですか？だから、

チャットや掲示板といったお客さんにどんどん参加して

もらえる話し合いの場を作る。この点については、

BIGLOBEは非常に力を入れています。今現在11のジ

ャンルを展開していますが、その中でも特に、エンター

テインメント系、ビジネス系、女性系が3本柱ですね。

今インターネットユーザーの中心は、まだ20代30代男

子の技術系が中心なんです。その年代の男性の40％

がインターネットユーザーだというデータもある。だか

らこの層はもうそろそろ飽和状態になってくると思う

ね。でも、人口の半分は女性だし、今日も皆さんがこ

うしてインターネットに興味を持って来てくれた。これ

からは女性の皆さまにご協力いただいて、ターゲットを

広げてもらいたいですね。今後ともぜひよろしくお願い

します（笑）。

QBIGLOBEのウリは何？

fコンテンツばかりではなくサポートにも力
を注いでいるというBIGLOBEのホームページ
jhttp://www.biglobe.ne.jp/
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今日は、若いお嬢様方とお話しして楽しかったとい

うのはもちろんのこと、これからインターネットを始

めようとしておられる方々の生の声を聞かせていた

だいて、大変勉強になりました。最初に「どんなプ

ロバイダーを選んだらいいの」という質問をいただ

きましたが、それは私どもがまさに 2 年前に

BIGLOBEを始めた時に考えていたことで、今日は

その初心を思い出させていただきました。

また、私共が「お客様のお得になることや楽しく思

っていただけるものを提供しよう」「万が一トラブル

が起こった時の支援機構を作っていこう」と努力し

ていることが、みなさんにも支持していただけるん

だなぁ、という確かな手ごたえを感じました。ビジ

ネスとして大変貴重なご示唆を賜り、ありがたいと

思っております。

：プロバイダーは3000社もあるということ

ですが、ズバリBIGLOBEのライバルは？

：もう、ライバルだらけ！（笑）。お客さ

んの気持ちは本当に正直でダイレクトですからね。

私どもは、プロバイダーは鮮魚店みたいなもんだ

と思ってるんです。要するに鮮度商売だね。例え

ばコンテンツの更新がちょっとでも遅れるとか、間

違ったまま放置されるとか、ちょっとでもサービ

スを怠ったりしたらすぐお客さんは逃げてしまう。

常に鮮度を保たないといけないんです。

：それから、ユーザーとしてはサポート体

制も気になりますね。

：うちは24時間サービスをしてるんですよ。

すごくお金がかかるんですけどね（笑）。

：あと、マイレッジサービスみたいなのが

あったらいいですね！ インターネットをたくさん

使ったら、その分ポイントがもらえるような。

：アメリカ発のBIGLOBEコンテンツ「サ

イバープラザUSA」では「サイバーマイレッジク

ラブ」というのをやってますよ。

パソコンというのはどんどん新しくなっていくもの

だから、早い時期に買ったらなんか損した気分に

なるでしょ？BIGLOBEは最初に入って来てくれ

たお客さんや、長く使ってくれているお客さんに

決して損をしたと思われないサービスを提供した

いと思っています。

QBIGLOBEのライバルは？

：たとえばチャットなどでメールアド

レスを交換するような機会があったりします

よね。そういうときにメールアドレスを教え

ることに危険はないですか？

：メールが来ること自体には身体的

な危険はありませんね。でも、精神的ダメ

ージはありえます。

：いたずら電話をもらったのと同じ

不快感がありますよね。

：私は、どこにも自分のメールアド

レスを出したことがないのに、一度だけア

ダルト情報のダイレクトメールが来たことが

あったんですよ。文字量も多くて「どうし

て通話料を払ってこんなものを受け取らな

きゃならないの!?」と。その後なにもないので

よかったですけど、文字だけでも恐くて、ほ

んとに警察に訴えようかとさえ思いました。

：迷惑メールのほかにも、例えば掲

示板やチャットというのは、他人を傷つけ

たり、悪口を書いたりするという危険性が

あり得るでしょ？それに対応するには、ま

ずリーダーであるプロバイダーがしっかりし

ていなきゃならない。そこで、公正な仲裁

機構というのがいると思うんですよ。その

ために、実はBIGLOBEでは、会員の皆様

にBIGLOBEを安心してご利用頂けるよう、

ネット上の違法行為や嫌がらせを予防し、

トラブルを解決するために、昨年暮れに

「BIGLOBEネットコミュニティ相談室」を

開設しました。この「BIGLOBEネットコ

ミュニティ相談室」では、メールによる相

談コーナーを用意しているほか、ホーペー

ジなどを時折パトロールしたりもしているん

ですよ。今まで、そういった問題はネット

上では放置されていたんですね。でも、そ

れではみんなが迷惑する。だからBIGLOBE

としては、明らかにみんなに迷惑をかける

ような行為があった場合は、その会員を除

名する権限も有している。最初に入会して

いただく時に「ご退会いただくことがあり

ます」と明記しているんです。意見を聞い

て、調査して、問題があったら手続きを踏

んで退会していただく、という措置をする

場合もあるということです。

：日本のインターネットはそういう

部分がまだまだ遅れているという話をよく耳

にしますし、インターネットに無知な初心

者は、無知なだけによけいに不安を抱いて

しまうんですよ。そういったサービスがある

というのは、特に女性に対して、非常に心

強いですね。

：もし実際に嫌な気持ちになったと

きに、どこに訴えたらいいのかわからないで

すもんね。

：ネットの世界では、身体的なダメ

ージよりも精神的なダメージを受ける

危険性のほうが大きい。でも精神的

ダメージというのはなかなか証明でき

ないから、自分が強くならざるを得な

いという面もあると思うんですね。イ

ンターネット業界としての対処法はま

だまだ確立していないというのが現状

だけれど、でも我々は皆さんの補強材

になりたいと思っているんです。

Qもしインターネットで
嫌がらせに遭ったら!?

吉川さん
いかがでした？

まだまだ圧倒的に男性ユーザーが多いパソコン。

パソコンに興味はあってもなかなかとりつきにく

い、わかりづらい、という多くの女性のための

「簡単！」「わかりやすい！」「楽しい！」ハウツ

ーページがこの「My Firstパソコン」だ。

インターネットらくらくマスター術やデジタルを

使いこなすステキな女性の紹介などを、毎週火

曜日更新で連載中。また、本連載の「My First

Question～どうなってるの？」の模様もウェブ

上で紹介している。

もっと見たかったら
ここにアクセス！

女性ビギナーのためのウェブマガジン

My Firstパソコン
jhttp://www.kaps.co.jp/
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